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NTT-AT、ICT による建設現場の生産性向上（i-Construction）への取り組み強化 
～ 通信が届かないエリアでの ICT化を加速し課題解決を支援 ～ 

 

NTT アドバンステクノロジ株式会社（以下：NTT-AT、本社：神奈川県川崎市、代表取締役社長：

木村丈治）は、建設現場に ICT を活用し生産性向上を図ることを目的に国土交通省が進めている i-
Construction（アイ・コンストラクション）推進への取り組みを強化します。 

具体的な取り組みとして、NTT-AT が屋外無線の実績を強みとし提供中の「フレキシブルワイヤレ

スソリューション」をベースに、屋外の建設現場と ICT サービス・ソリューションをつなぐことで、

山岳部やトンネルなど通信が届かないエリアの課題を解決し、多様な人材の労働参加と働く人の安全

確保や作業の効率化を実現するサービス・ソリューションパッケージの提供など、建設業界の生産性

向上と持続的成長を支援します。 
さらに、NTT-AT は、場所や環境を意識することなく、いつでも・どこでも ICT の活用を可能にす

ることで、産業のスマート化と生産性向上の実現を支援する新たな事業コンセプト『Nomad＠』を掲

げ、まず初めに建設現場へ適用した『Nomad＠Construction（ノマド・アット・コンストラクション）』により、建

設業界におけるさまざまな課題の解決に貢献します。 
 

１．背景 

建設現場の生産性向上に向けて、測量・設計から施工、さらに管理にいたる全プロセスにおいて、情

報化を前提とした新基準「i-Construction」が導入され、各社における建設現場では、BIM（ビム）／

CIM（シム）*1をはじめとするデジタルデータの活用、ドローンや IoT による生産性／安全性の向上等、

さまざまな取り組みが進んでいます。 
ICT 活用ニーズが高まる一方で、一人ひとりの生産性と安全性を向上させ、魅力ある建設現場を目指

すためには、現場の先端で働く人にこそ ICT の活用が必要であり、山岳部やトンネル・超高層ビルとい

った通信が届かないエリアへの適用が課題となっています。 
NTT-AT は屋外置局設計ノウハウと電波伝搬技術を保有しており、変化の激しい屋外建設現場に対応

できる自営無線環境の構築が可能なほか、すぐに活用できるサービス・ソリューションや 24 時間 365
日のオペレータ対応などにより、建設業界の課題解決に貢献するため、i-Construction への取り組みを

強化することとしました。 
 

２．概要 

通信が届かないエリアの課題を解消する自営無線ソリューションをベースに、さまざまなサービス・ソ

リューションをパッケージングし、導入後の運用までワンストップで対応。 
さまざまな場所で無線通信を利用可能にする、NTT-AT が提供中の「フレキシブルワイヤレスソリュ

ーション」に、場所を選ばないコミュニケーションツールや、継続安定運用を実現する 24 時間 365 日

の運用サービス等、通信が届かないエリアで働く人を支えるサービス・ソリューションを柔軟に組合せ

が可能なパッケージで提供します。 
お客様のオフィスやデータセンタ、他社が提供するクラウド等、さまざまなサービスと建設現場をコ

ネクトし、従来難しかったエリアでの ICT 化を加速させ、建設現場の課題解決を支援します。 



３．サービス・ソリューションパッケージの提供イメージ 

 
 
４．サービス・ソリューションパッケージの提供内容 

① 現場連絡体制の早期構築 

広域の建設現場では、未整備で危険なエリアや移動に時間を要するケースが多く、現場管理において

現場監督、作業員の間で効率的な連絡手段の確保が重要になります。 

日ごとに変動する作業や体制、スマートフォン等の事前配布や特殊な設定が難しい状況に対して、誰

でもすぐに利用可能な連絡手段を提供し、現場連絡体制の早期構築に寄与します。 

 

・作業員各々のスマートフォン端末を内線電話化（外線通話も可能）し、連絡体制を早期に構築 

・有事の際の一斉発呼や情報配信による避難誘導をアシスト 

 

② 遠隔指示・確認、マニュアル確認作業の効率化による生産性向上 

多くの建設現場では、現場監督と作業員の間での設計情報や施工状況の確認、また建設機器メーカー

やベンダーが提供する膨大なマニュアル確認が不可欠です。 
リアルタイムで進捗する状況への即応、作業や現場ごとに異なる建設機器等の膨大なマニュアル確認

が求められる状況に対して、事前に専用アプリ等を導入することなくすぐに利用開始可能なサービス

で指示やマニュアル確認工程を大幅に短縮し、生産性向上に寄与します。 
 

・設計情報や現場映像等を双方向同時にリアルタイムで共有し遠隔指示や確認を実現 
・マニュアル検索システムの AI エンジン機能により、膨大なマニュアルから欲しい情報をピックア

ップ 



 

③ 多様な人材の労働参加と働き方の柔軟性を促進 

朝礼等による情報伝達は働く人の安全確保や施工の進捗管理等において非常に重要です。一方で、時

短勤務等多様な人材の参画に向けては、従来の集合形式に加え、場所や時間に捉われない伝達手段が

必要になります。 

リモートによる情報配信で多様な人材の労働参加を促進し、現場移動時間の削減に寄与します。 

 

・情報伝達のリモート化により多様な人材の労働参加を促進 

・作業内容に合わせて必要な人に必要な情報を適宜配信 

 

④ 工事進捗に対応できる ICT 運用 
継続的な ICT による生産性向上や安全性確保の実現には、万が一の ICT 機器トラブル・故障への即

応が重要です。 
また、ICT 機器のトラブルだけでなく、土木における盛土・切土、建築内装工事の間仕切り等、施工

進捗に応じて起こる現場環境の変化や建設機器による通信の阻害等、あらゆる状況や変化に対して 24
時間 365 日でオペレータが遠隔でサポートし、ICT システムによる価値を継続的に提供します。 

 
・24 時間 365 日で建設現場の自営無線環境をエキスパートが監視 
・必要に応じてオペレータが電話応対し現場の運用負担を軽減 

 
参考：上記を実現するサービス・ソリューションパッケージ 

  ・フレキシブルワイヤレスソリューション  

Wi-Fi 等無線通信で、通信が届かないエリアを解消する自営無線ソリューション。 
さまざまな ICT サービス・ソリューションと建設現場をつなぎ DX 化を実現。  

  ・ポータブル IP-PBX 
各々のスマートフォンを特殊な設定や変更なしで、そのまま内線電話子機として活用できる可搬型 IP 電話

システム。自営無線ネットワーク全域で利用でき、外線通話も可能。 
  ・Comme@CS  

双方向同時に映像・資料等の共有ができるコミュニケーションツール 
設計データと建設現場映像等、遠隔での指示や確認が可能。 

  ・MatchManual 
マニュアル検索システム・AI エンジンにより大量のマニュアルや資料から最適な回答を自動で回答。 
利用シーンに合わせてオンプレミス／クラウド型での提供が可能。現場毎に異なる多様な建機等の 
マニュアル活用を最適化。 

  ・ICT24 オペレーションセンタ 
24 時間 365 日で建設現場の無線環境をエキスパートがサポート。 
現場の運用負担を軽減し、継続的な ICT 活用を実現。 

  ・@InfoCanal 
有事の際の一斉発呼や情報配信による避難誘導をアシスト 

朝礼等の定時連絡も場所に捉われず可能で、柔軟な働き方による多様な人材の労働参加を実現。 

 



  ・非常用電源ステーション 

USB 機器を 4 台同時に長時間充電できる持ち運び可能な子機バッテリーを搭載した電源ステーション。

作業場所に携行できる子機バッテリーで直ぐに充電可能で、ICT 機器の継続利用と充電目的で広大な現

場内の移動を不要とし、現場の電源課題解決と作業員の負担を軽減。 
 

５．提供開始 

2021 年 5 月 26 日 
 

６．提供価格 

お客様のご要望に合わせてサービス・ソリューションパッケージをカスタマイズし提供します。 

ご利用や価格などに関する詳細につきましては、下記「お問い合わせ先」までご連絡ください。 

 
７．新たな事業コンセプト『Nomad＠』 

NTT-AT が掲げる新たな事業コンセプト『Nomad@』は、場所や環境を意識することなく、いつでも、

どこでも ICT の活用を可能にする「DX ゲートウェイ」の実現を目指し、あらゆるパートナーとのソリ

ューションの共創により産業のスマート化と生産性向上を支援します。 

 
 
８．今後の展開 
多様なニーズにこたえる『Nomad＠Construction』のサービス・ソリューションパッケージラインナ

ップの拡充と ICT 機器のレンタル提供を含め、より活用し易い提供形態の検討を進めます。 
また、i-Construction 推進に貢献するとともに、働く人を支えるトータルなソリューションの提供を

通して、お客様のビジネスをサポートしていきます。 
 

 
 



*1：BIM（ビム）／CIM（シム） 
⇒ BIM：Building Information Modeling（ビルディング インフォメーション モデリング）／CIM：Construction  

Information Modeling/Management（コンストラクション インフォメーション モデリング／マネージメント）の略

称で、建設事業の調査設計・施工・維持管理の各段階で発生する必要な情報について、データモデルを介し連

携させることで、建設生産システム全体の効率化を図るもの 
 

 

 

※ 本文中に記載されている社名および製品名は各社の商標または登録商標です。 

 

 

 

 

 
 
 
 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


